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せ んだ ん 
第４６号  発行 

豊橋市立賀茂小学校 

〒４４１－１１０１ 

豊橋市賀茂町字森信２４番地

📞（０５３２）８８－０４００ 

令
和
四
年
度
、
世
界
で
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
、
ト
ル
コ
を
震
源
と
す
る
大
地
震
、
日
本

に
目
を
向
け
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
七

波
・
第
八
波
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
ド

イ
ツ
・
ス
ペ
イ
ン
戦
勝
利
、
円
安
、
物
価
高
…
、

激
動
の
一
年
で
し
た
。
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
か
ら
四
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
「
五
類
」
移
行

に
伴
い
、
マ
ス
ク
着
用
は
、
令
和
五
年
度
の
三
月

十
三
日
か
ら
屋
内
外
問
わ
ず
個
人
の
判
断
に
委

ね
る
、
学
校
で
は
四
月
か
ら
マ
ス
ク
の
着
用
を
求

め
な
い
こ
と
を
基
本
と
す
る
指
針
を
示
し
ま
し

た
。
徐
々
に
元
の
学
校
生
活
が
送
れ
る
日
が
近
づ

い
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
令
和
四
年
度
、
本
校
（
賀
茂
小
学
校
）

は
、
明
治
五
年
、
本
願
寺
を
校
舎
に
賀
茂
郷
学
校

を
始
ま
り
と
し
て
、
創
立
百
五
十
年
を
迎
え
ま
し

た
。
創
立
百
五
十
周
年
記
念
式
典
で
は
、
六
年
生

が
「
私
た
ち
が
つ
く
る
賀
茂
小
の
未
来
～
賀
茂
小

百
五
十
年
の
歴
史
と
と
も
に
～
」
と
題
し
、
賀
茂

小
学
校
百
五
十
年
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。
賀
茂
の
歴
史
を
学
習
し
た

六
年
生
は
、
自
然
豊
か
で
歴
史
や
「
よ
さ
」
の
た

く
さ
ん
あ
る
賀
茂
を
誇
り
に
感
じ
、
そ
の
歴
史
や 

「
よ
さ
」
を
伝
え
て
い
く
こ
と
、
残
し
て
い
く
こ

と
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。「
よ
さ
」
と
は
、
賀 

茂
小
の
子
ど
も
た
ち
は
、
全
校
の
子
が
と
て
も
仲

よ
く
、
み
ん
な
が
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
あ
る
と
。
賀
茂
小
の
「
よ
さ
」
が
続
い
て
い
く

よ
う
に
、
賀
茂
小
の
「
よ
さ
」
が
さ
ら
に
伸
び
る

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で
す
と
、
一
～
五
年

生
に
伝
え
て
い
る
姿
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

六
年
生
は
、
昨
年
度
か
ら
「
挨
拶
」「
姿
勢
」「
発

言
」
こ
の
三
つ
を
豊
橋
一
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。
毎
朝
、
二
十
名
く
ら
い
で
し
ょ
う

か
、
六
年
生
が
全
校
の
子
に
声
を
か
け
、
職
員
室

と
校
長
室
に
挨
拶
を
し
に
来
て
い
ま
す
。
私
は
、

教
師
と
な
り
、
本
校
が
六
校
目
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
場
面
を
目
に
す
る
の
は
初
め
て
で
す
。
子
ど

も
た
ち
の
パ
ワ
ー
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
声
を
聴
く

と
、
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
ま
す
。
賀
茂
小
の

子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
新
た
な
歴
史
を
伝
統
と
し

て
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
賀
茂
っ
子
一
人
一
人

の
成
長
が
賀
茂
小
学
校
の
新
た
な
伝
統
に
な
っ

て
い
き
ま
す
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
家
庭
・
地
域
・

学
校
が
手
を
取
り
合
っ
て
、
教
育
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新
し
い
歴
史
の
一
歩
を 
 
 
 

 

賀
茂
小
学
校
教
務
主
任 

山
本
正
芳 
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こがも  『いつもしんけん』 

 「自分から挨拶」「係や当番、水やりをしっかり行う」ことを目標に

がんばってきました。決めたことを最後までがんばる姿に大きな成長

を感じました。今年度は、地域に出かけ活動することができました。

遠足のおやつなどを買いに行ったり、恵実市で野菜を買ったりしまし

た。３ブロック交流会では石巻中学校で多くの友達と交流をしまし

た。行事や体験活動に向け、準備や学習にも生き生き取り組むことが

できました。来年度も今年度のようにすくすく成長してほしいと思い

ます。【坂上】 

 

１年  『わくわく』 

 おうちの方や地域の方、先生方、上級生に温かく見守られて 

学校生活がスタートした１年生。どきどき、わくわくの連続で 

したが、今では賀茂小の１日のサイクルが身につき、だんだん 

と周りに目を向けられるようになってきました。身体も心も、 

日々成長しているのが感じられ、うれしく思います。 

来年は下の子が入学してきて、お兄さんお姉さんになります。 

２年生でも「わくわく」した気持ちをもってがんばってほしい 

です。【飛安】 

主体的に学び 

問題を楽しみながら 

解決する賀茂っ子の育成 

 

 

 

                   

〈ようこそ新１年生の会を行いました 〉 

３年  『 考 動 』 

 子どもたちには、毎年４月に「周囲の様子や状況を考えて、自 

分から動けるようになろう」と話をしています。本年度３年生の 

子どもたちも、TPOを考えて動く・・「考動」を学級目標に、一 

年間パワーアップしてきました。 

 ちょうど今、教室では子どもたちが自分たちで考えて世話して 

きたイチゴが、真っ赤な実をたくさんつけています。４月に比べ 

て考動できるようになった子どもたちと美しい果実の姿が重なる 

ようで、大きな成長にうれしさを感じています。【中村】 

２年  『チャレンジ』 

なにごとにも挑戦するということを目標にスタートした２年生。 

まずは発言や発表の場などで「ちょっと自信ないけどやってみよ 

う」と挑戦する姿が見られました。勇気を出して挑戦し、その挑 

戦の中でさまざまな気づきを得て、不安だった表情がすっきりと 

した表情に変わっていく場面をたくさん見ることができました。 

がんばって発表や発言をした子には、みんなで拍手をし、意見 

や感想を伝え認め合うことができる素敵な子どもたちと、とても 

温かな雰囲気で過ごすことができた一年間でした。【木村】 

 

〈運動会当日の朝。準備 OK!!〉 

〈２学期終業式。行事もがんばりました〉 
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４年  『Step up! ～みんな仲よく元気よく～』 

「仲がよい元気なクラスにしたい」と４月に話し合い、学 

級目標を決めました。日々の生活はもちろん、行事などさま 

ざまな経験を通して成長する姿が見られました。運動会では、 

委員会活動やたてわり活動の中で全体のことを考えて動くこ 

とができるようになりました。学習発表会では、自分たちで 

話し合いを行い、クイズや劇などわくわくする発表ができま 

した。帰りの会では仲間のよかったところを発表し、温かい雰囲気で仲間と過ごしています。５年生 

に向けて、クラスで協力して学校を盛り上げていけるようになってほしいと思います。【朝倉】 

『 』 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□    【  】 

５年  『響け 全力パワー』 

 もちまえのエネルギーを存分に使って、高学年として全校を 

盛り上げていくことができました。さらにクラス内でも、一人 

一人の全力がお互いの心に響いて、みんなでよりよい学習や生 

活をすることができました。前向きに楽しく学んだ英語の学習 

では、「自分の言葉として自信をもつ」をテーマに、積極的に 

会話をすることに挑戦しました。 

また、生活面では、ユニークな係活動で、みんなが明るく過 

ごしやすいクラスを作っていきました。いよいよ最高学年。自 

分たちのエネルギーとクラスの団結に自信をもって、賀茂小学 

校を引っぱっていってくれることに期待します。【大髙】 

６年  『十人十色～自分らしく全力で～』 

６年生と過ごしたこの一年は、あっという間の一年でした。そ 

う感じるのは、子どもたちが、遠足、運動会、１５０周年記念式 

典、たてわり活動などさまざまな行事を全力で乗り越えてきたか 

らだと思います。特に１５０周年記念式典では、一人一人が個性 

を生かし、全員が主役として輝く発表会となりました。多くの人 

にお褒めの言葉をいただいたことで、子どもたちは、最高学年と 

しての自信をもつことができた経験となったことでしょう。「自分 

で考えて、自分から行動する」この言葉を忘れずに、中学校でも輝いてほしいです。【夏目】 

4/6     新任式・入学式            6/18   豊橋・学校いのちの日     11/30 12/1 修学旅行 

4/7     始業式                 7/20   一学期終業式            12/12      マラソン大会 

4/22    学校説明会・授業参観      9/1    二学期始業式         12/22      二学期終業式 

5/1     ウォークイン賀茂        9/30   校区合同運動会        1/9        三学期始業式 

5/25 26 野外教育活動           10/19 就学時健康診断           2/22       ひとのわ集会 

6/15    プール開き           11/1   ホタル放流式           3/22       修了式 

6/17   三世代ふれあい活動      11/18  学習発表会      ※予定は変更することがあります。 

〈学習発表会のようす〉 

〈修学旅行で京都・奈良へ行きました〉 

〈朝の会での学級レクリエーション〉 
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中
期
目
標 

重点努力目標（評価項目） 
自
己
評
価 

総
合
評
価 

達成状況と成果 

関
係
者
評
価 

学校関係者の

意見・要望 

今後の改善方策 

次年度への課題 

（★学校関係者評価を受けて） 

「
わ
か
る
、
楽
し
い
授
業
」
を
基
盤
に
、

自
ら
学
ぶ
力
の
育
成
に
努
め
る 

自ら考え

判断する

力の育成 

「地域の人・もの・こと」を

教材に取り入れ、問題解決学

習を実践し、自ら考え、判断

する力の育成を図る 

B 

B 

体験的な地域教材の活
用は定着している。問題
解決の力の育成のために

教師の働きかけが引き続
き必要である。 

発表の力は向上してい

る。学年に応じて、相手の
話を聞き、自分の考えを
わかりやすく伝える力を

積み上げていくことを今
後も続ける。 

C 

学習発表会で

の、特に６年生の

発表がすばらし

かった。教室掲示

から問題解決的

な学習を進めて

きたことが十分

感じ取れる。もっ

と、高評価でよ

い。 

各学年でコミュニケ
ーション能力を確実に
身につけてきたことが、

６年生の発表につなが
ったと考えられる。自ら
考え、判断する力の向上

のため各学年での目標
を踏まえて教材研究を
し、子どもに合った有効

なてだてを工夫してい
く。 

コミュニ

ケーショ

ン力の育

成 

発達段階に応じた「伝え合う」

ためのスキルを養う 
B 

心
豊
か
な
子
を
育
て
る
教
育
活
動
を
推
進

す
る 

自己有用

感の向上 

子どもの居場所を確保し、認

め合う場を大切にして、周り

から認められている自分を感

じさせる 

A 

B 

道徳の授業を大切にし

相手の立場に立って考え

る心を育てた。学級活動

や縦割り活動で、自分の

役割を意欲的に果たそう

とする子どもの姿が多く

見られた。  

６年児童を中心に挨拶

の大切さを伝え合い、全

校児童に挨拶の意識が広

まった。 

A 

地域で出会う
子どもはしっか
り挨拶ができ、言

葉遣いも丁寧で
ある。挨拶をする
ことで、子どもを

狙った犯罪の抑
止力にもなると
考えられるので、

学校・家庭の両方
で指導が必要で
ある。 

今後も道徳の授業を

大切にし、学級や縦割り
班活動などで、どの子も
主役になれるような場

面を設定していく。 

地域の方に挨拶がで
き、地域で子どもを見守

る賀茂のよい特性を残
していけるよう、家庭と
も連携して挨拶の意識

向上を図っていく。 

生活習慣

の基本、

挨拶意識

の向上 

「いちばん挨拶ができる学

校」をキーワードに、挨拶・

返事の習慣化を図る 

B 

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
養
い
、
心
身
と
も
に
た

く
ま
し
い
子
の
育
成
に
努
め
る 

健康で丈

夫な体作

りへの意

識の向上 

自分の健康に関心をもち、日

常生活を振り返り改善できる

子どもを育てる 

A 

A 

 学校保健委員会にスポ

ーツトレーナーを招き、
体幹を鍛え体力を向上さ
せるための運動方法を学

んで、すすんで体を鍛え
ようとする子の育成に努
めた。 

 縄跳び活動、体育の授
業のはじめに体力をアッ
プさせるためのトレーニ

ング「賀茂っ子ドリル」に
継続して取り組み、意識
向上に努めることができ

た。 

A 

縄跳びは全身

運動であり、とて

もよい取り組み

だと思う。発達段

階に応じた運動

の仕方を教えて

もらえることは

とてもよい。スポ

ーツトレーナー

の活用も賀茂っ

子ドリルも継続

していくとよい。 

春に行った体力テス
トの種目を冬に計測し
たところ多くの子が例

年より運動能力が向上
していることが判明し
たので、来年度も取り組

みを続けていく。 

来年度は、体育の授業
でスポーツトレーナー

から、子どもの発達段階
に応じた体の動かし方
を教えていただく。 

バランス

のとれた

基本的な

体力の育

成 

縄跳び活動、体力アップトレ

ーニングなどの総合的な体力

向上を目ざす活動を、年間を

通して取り組む 

A 

安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
通
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る 

職員の安

全に対す

る意識の

向上 

「安全が最優先」を肝に銘

じ、リスクマネジメントとク

ライシスマネジメントの視点

から、安全管理体制を充実さ

せる 

A 

A 

より具体的な状況を想
定した避難訓練を計画・
実施し、子ども及び職員

の意識向上が図られた。
緊急対応時の職員の動き
を全職員で研修し、安全

意識を常にもつよう努力
した。 

声を掛け合い協働する

ことを心がけ、子どもに
向き合う時間とゆとりの
確保に努めた。 

A 

小学校であら

ゆる場面を想定

した訓練ができ

ていることはあ

りがたい。授業で

学んだことを生

かし、防災グッズ

の点検や確認を

するなど、家庭で

の防災意識も高

まっている。 

さまざまな災害が起

こった時にどうやって

自分の身を守ればよい

か、避難訓練の時だけで

なく、常に子どもたちに

意識させるように指導

する。 

常に安全面での配慮

を怠らず、災害や事故へ

の危機意識を高め、教育

活動にあたる。 

教員の多

忙化削減 

全職員協働での教育活動の推

進、タイムマネジメント能力

の向上をめざす 

A 

豊橋市立賀茂小学校 ホームページ   http://www. toyohashi.-c.ed.jp/ kamo-e/ 

令和４年度   賀茂小学校の教育活動を振り返って 
～自己評価・学校関係者評価から～   （一部抜粋） 

賀茂小学校は、児童・保護者に対してアンケートを行ったり、評議員のみなさんにご意見をうかがったりして、
令和４年度の教育活動を振り返りました。学校評議員会では、さまざまな視点・お立場から、ご指摘等をいただき
ました。これらの結果を生かして、来年度の取り組みに力を入れていきます。ホームページでも公開していますの
で、ご覧ください。 

 

 【自己評価  Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総合評価    自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

【関係者評価 Ａ：適切である Ｂ：概ね適切である Ｃ：あまり適切ではない Ｄ：適切とは言えない】 


